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「 Jターン」試論＊

――日本におけるユース・サブカルチャーズの受容と変容 ――

難 波 功 士＊＊

前稿では、人・モノ・マネー・パワーなどの移

動や交錯とは相対的に区別される「文化のグロー

バリゼーション」について、とりわけ海外のユー

ス・サブカルチャーズ（以下 YS）が日本へと伝

播・定着・展開する際の５類型について論じた

（難波，２００８）。ポール・ホッパーの表現を借りれ

ば、グローバル文化が決して単一ではないのと同

様に、文化のグローバル化も「カルチュラル・グ

ローバライゼーションズ
�

」と複数形でしか語りえ

ないものなのである（Hopper，２００７）。ここでは

前稿で取り上げた事例――ヘヴィメタル、スケー

トボーディング、ヒップホップ、レイヴをめぐる

YSなど――を、今度は時間軸に沿って再検討・

再構成することで、戦後の日本の若者文化と海外

のそれとの関係の変遷や趨勢を概観しておきた

い。

【１】～７０年代：海外に渇仰する時代

たとえば、１９７０年にフランスの『ELLE』誌と

の提携によって創刊された『an・an ELLE

JAPON』（平凡出版、現マガジンハウス）。後にパ

リに移住することになるアート・ディレクター堀

内誠一の斬新なデザインと、当時としてはまだ珍

しかった海外取材の多用により、『an・an』はア

パレル・出版・広告等の業界で注目の的となる。

だが、広く一般読者に支持されるには至らなかっ

た。『an・an』が軌道に乗り始めるのは、堀内が

アート・ディレクションから離れ、国内の旅特集

をメインにすえだして以降のことである（赤木，

２００７、難波，２００７）。

また、同じく平凡出版から７６年に創刊された

「Magazine for City Boys」『POPEYE』。創刊号の特

集“FROM CALIFORNIA”では、UCLAのキャン

パス・レポートやハングライダー、スケートボー

ディング、ジョギングなどのスポーツを中心に、

ウエスト・コーストのファッションやライフスタ

イルが取り上げられている。そのスケートボー

ディングの紹介記事は、ドキュメンタリー映画

“Dog-town and Z-boys”（２００１年、ステイシー・

ペラルタ監督）を見てしまった目からするとやや

表面的にも思えるが、この映画の主要キャストの

一人であるジェフ・ホウの店と彼のボードがすで

に７６年の時点で誌面に現れていた点だけをとって

みても、それまでにはない本格的な海外取材で

あったことがうかがえる。だが、『POPEYE』も

当初から多くの読者を集めたとは言い難かった

（椎根，２００８）。

そして『an・an』も『POPEYE』も、よりドメ

スティックな『non・no』（集英社）や『Hot-Dog

PRESS』（講談社）などの後発誌に、部数的には

後塵を拝していくことになる。一部の若者の間で

は、海外の YSに対する渇望や鋭敏な反応はあり

つつも、まだそれが一般的なものではなかった時

代として、戦後から７０年代までを大まかにとらえ

ることができよう１）。スケートボードなどは西海

岸ブームの中での一アイテムとして消費され、ヘ

ヴィメタルも『POPEYE』のコラムなどでも紹介

され始めてはいたが（伊藤，１９８５、赤田，
ウェイズ・オブ・ライフ

２００２）、生活様式すなわち文化として日本に移植
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１）音楽だけをとってみても、岩永，１９８２・城山，２００５などは、海外からの情報の流入が「葦の髄」を通して覗く態
のものであったことを雄弁に語っている。
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・定着される段階に至ってはいなかった２）。

【２】８０年代：海外を選好する時代

８０年代に入ると、「ニュートラ」を基軸とした

『JJ』（光文社）に『an・an』は圧倒されることと

なる（仲川，２００２）。山本桂子によれば、『an・

an』があくまでも「西欧」を美の基準としたの

に対し、『JJ』の読者は、たとえ海外高級ブラン

ドを身にまとっていようとも、もっとも強く意識

していたのは「慶大生や医大生」からの視線で

あったという（山本，２００６）。この頃から、海外

のあり方を真正なものとし、それにいかに近づく

かが課題であった時期を経て、夜郎自大とも思え

る「ジャパン・アズ・ナンバーワン」の語の独り

歩きへと時代は変化し始めていたのである。

たとえば８０年代前半の「ジャパ（ニーズ）メタ

（ル）」バンドが、どれだけ同時期の NWOBHM

（ニューウェイヴ・オブ・ブリティッシュ・ヘ

ヴィメタル）や LAメタルと遜色ないかを競って

いたのに対し３）、８０年代後半に登場した Xは、

「当時ヘヴィ・メタルの最新モードだったスラッ

シュ・メタル、日本人の底辺に流れるマイナー調

の歌謡曲にも通じるアプローチ、そして音楽に詳

しくなくても溶け込めるヴィジュアル面の強調の

すべてを融合し、それまでになかったアプローチ

を仕掛け」、その独自性ゆえにブレイクしたが、

「９０年代以降はジャパメタ自体が過去のものとな

りつつあり、多くのフォロワーを生んで J―POP

界の一大勢力となった“ヴィジュアル系”という

ジャンル」の源流となっていった（ガモウ，

２００８：９５）。

もちろん「化粧をするロックバンド」の原型

は、LAメタルやグラムメタルなどにある。だが、

それらが「男性性を強調するためにあえて女装す

る」ないし「女装をしてもびくとも揺るがないヘ

テロなセクシュアリティを誇示する」ことが主眼

であったのに対し４）、ヴィジュアル系の場合、少

女マンガ、もっと言えばやおいの世界と接合する

ことで、より同性愛的ないし少年愛的なものとして

展開されていった（室田，１９９９、小泉，２００７）５）。

またそのファンたちのファッションも、９０年代以

２）難波，２００８でもふれたように、トレッキーとおたく、スラッシャーとやおいなどは、７０年代にすでに国際的なシ
ンクロニシティを起こしていた。しかし、遠藤，２００８のように、ナードやギークという語のおたくへの先行や、
手塚治虫や東映動画スタッフがディズニー・アニメに抱いていた憧憬を論拠に、オタク・カルチャーのグローバ
リゼーションの中に「ローカライゼーションとしての日本のおたく」を位置づける必要はないように思われる。
なおここではあくまでもコンテンツとしての文化（とその作品間の影響関係）ではなく、実践としての YSを問
題としている。

３）「ヘヴィメタル宣言」を残し解散したレイジーの元メンバーたちを中心に、「多くのヴィジュアル系バンドのメン
バーが音楽を聞き始めた８０年代は、ヘビーメタルのアーチストたちが大活躍をしていた。／日本のヘビーメタル
シーンを作ったのは、LOUDNESSだった。LOUDNESSはアイドルバンド LAZY出身の樋口宗孝、高崎晃が８１年に
結成。それに続き、アースシェイカー、４４マグナムなどがデビュー」（ヴィジュアルバンド研究会，１９９９：
１７８）。樋口プロデュースの浜田麻里（８３年デヴュー）や高崎プロデュースの本城未沙子をはじめ、早川めぐみ
――歌謡メタルやライトメタルと称された――など、「HM」イニシャルの女性メタル・シンガーが輩出された時
期もあった。またレイジーのヴォーカル景山ヒロノブは「アニソン・シンガー」として活躍し、レイジー自体も
９８年に「ウルトラマン・ダイナ」のエンディングテーマ「ウルトラ・ハイ」をきっかけに再結成している。

４）ヘヴィメタルとは「労働者階級の男性たちによる、音楽とカウンター・カルチャーの意匠の採用を通じての、
「野生的な男性性」と日用品化された「マチズモ」の再創造」であったが、「この男性的なスタイル化の特徴は、
伝統的マチズモもしくはセクシズムの日用品化というだけでは不十分である。実際、ポイントは男性化されたス
タイルではなく、そうした男性化が消費に依拠している点である。サブカルチュラル・セオリーにとっての問題
は、ヘヴィメタルの男性性のスタイル化が、階級の「防衛」としてではなく、消費のスタイル化やヘヴィメタル
のサブカルチュラルな「市場」が可能とした、SF的・ゴシック的・英雄的・悲劇的なドラマタイゼーションを
通じての、むしろ階級からの「逃避」と越境を求めている点である」（Brown，２００３：２２０）。

５）一方、ヤンキー文化とヴィジュアル系の関連を指摘する声もある。「それは「約１０年前、ヨシキと海水浴に行っ
たことがある」という人の「その時ヨシキは袖ヶ浦ナンバーのシャコタンに乗っていた」という証言である。そ
う、「ヤンキー」。これが全ての謎を解く鍵である。破滅の美学はそのまんまヤンキー道にもあるだろうし、「人
形」や「下着の店」に垣間見えるそこはかとない「ファンシー」もヤンキーと切り離せないテイストだ。「耽美」
に関しても、ヤンキーはヤンキーなりの美に耽っている。自分の審美眼を過剰に表現することにかけて「X」に
ひけをとらないことならヤンキー車の内装を見ればわかる。／X JAPANはヤンキー。あ、JAPANてつけちゃう
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降は海外出自の Gothに、新たにロリータ趣味を

接合した「ゴスロリ」という、日本独特の受容と

転用のあり方を示していくことになる。

一方、日本の一部の先鋭的な若者たちに熱い視

線を送られ、断片的な情報が流入していたヒップ

ホップ・カルチャーにおいても６）、その後 Jポッ

プの枠内へと消化吸収されていく道筋が見え始め

ていた。ECDは８６～８７年のシーンの様子を次の

ように証言している７）。

「そうこうしているうちにいとうせいこう＆タ

イニィ・パンクス（高木完・藤原ヒロシ）それに

近田春夫といった人たちがこれからはヒップホッ

プだと言ってジャージ姿で登場して『宝島』をは

じめとする雑誌の誌面をにぎわせ始めた。僕は八

五年には来日したアフリカ・バムバーターを観に

も行っていたし、トミー・ボーイの１２インチは相

変わらず買い続けてもいた。…もっとも彼らが一

押しするラン・DMCについて僕はまだ聴いたこ

ともなかった。それが初めてラン・DMCの「マ

イ・アディダス」を聞いて一週間もしないうちに

ぼくは原宿の DEP’Tで買ったスーパースターを

ヒモ無しで履き、ラン・DMCのロゴが入ったカ

ンゴール・ハットを被っていた。デフ・ジャムの

レコードを探して東京中の輸入レコード店を回っ

た。もう、頭の中にはヒップホップしかなかっ

た。／そんなある日、レコードを買いに行った新

宿アルタのシスコと同じフロアにあった DEP’T

の入口の一枚のポスターが貼られているのを見つ

けた。それはラン・DMCの来日を知らせるポス

ターだった。…当日、会場である NHKホールに

空席はなかった。／前座はいとうせいこう＆タイ

ニィ・パンクスと近田春夫だった。いとうせいこ

う＆タイニィ・パンクスのライブはフジ TVの深

夜番組『冗談画報』で観たことがあった」

（ECD，２００７：１００―１０１）

「DJは皆、新しいスクラッチ技の習得に血道を

上げていた。「トランスフォーマー・スクラッチ

なら今、誰々が一番ウマい」そんなことが話題の

中心だった、ヒロシ君の部屋で DMCの世界大会

のビデオに目を見はったりした。…芝浦インクス

ティックのイベントでのタイニィ・パンクスのラ

イブでアツシと二人でステージに立ったことも

あった。モッシュ状態になるほど盛り上がったそ

のライブの後、ヒロシ君が「アー、面白かった」

とイタズラを成功させた子供のように言ったのを

今もおぼえている。「流行り廃りに命をかける」

というのはいとうせいこうの『業界くん物語』に

収録されたややの夜霧のハウスマヌカンの歌詞の

一節だが、タイニィ・パンクスの二人はまさにそ

れを実践していた。二人はしょっちゅう、ニュー

ヨークに行っては日本ではまだ誰も持っていない

レコードを買ってきて、クラブでプレイしては回

りの DJを悔しがらせていた。８７年の夏を過ぎる

頃にはヒロシ君はもう DJとしてはハウスをメイ

ンにかけるようになっていた。それにならったよ

のもそういえばヤンキー風だ」（ナンシー関，１９９５：３６）。
６）８３年頃「ヒップホップの音源に衝撃を受けたのは、…映画『ワイルド・スタイル』公開に合わせて出版されたカ
セットブック『ワイルド・スタイル』（ビーセラーズ）によってであった。…この頃、ヒップホップは音楽のト
レンドとしてより新しいアートのムーヴメントとして紹介されることのほうが目立っていた。…そして、ブレイ
クダンスを目の当たりにしたのが『ワイルド・スタイル』のプロモーションのために来日したファブ５・フレ
ディー、ビィーズィー・ビー、コールドクラッシュ・ブラザーズ、ロック・ステディ・クルーの面々によるツバ
キハウスでの公演だった」（ECD，２００７：９１―９２）。ドキュメンタリー映画“Just to Get a Rep”（２００６年）の DVD

には、特典映像としてフューチュラら“Style Wars”クルーの来日談が付されている。
７）「歌謡メタル」同様、「歌謡ラップ」も８０年代半ばには現れていた（「歌謡ラップ年表」http://black.ap.teacup.

com/fuukuudaa/、２００８年６月２０日アクセス）。日本語ラップは、洋楽の真正性がいまだ信じられていた７０年代に
まきおこった「日本語ロック論争」ほどの軋轢もなく始まっている（増田，２００６）。「７０年代後半にアメリカで生
まれ、８０年代後半から世界中で隆盛していったヒップホップだが、果たして日本はどうだったか。藤原ヒロシや
ちかだはるお、いとうせいこうら、ロンドン経由の軟弱なアパレル系のものしかなく、それはファッションのひ
とつとして紹介された。／俺はタフでハードなヒップホップがやりたかった。／そんな背景もあって、日本で本
格的にストリートなヤツがヒップホップやるってのはまだ考えられなかったが、アメリカでならオレも DJかト
ラックメイカーとしてやっていける可能性はあるんじゃないかと感じていた。日々、英語でラップの練習をして
は個人的に友だちに聞かせていたある日のこと、黒人の友だちから「なぜ、お前は日本語でラップをやらないん
だ」といわれた。その日からオレは、日本語ラップの可能性を考え始めるようになった」（各務，２００７：６４）。
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うに回りのスタイリスト兼 DJのような人たちは

次々とハウスに移っていった」（ECD，２００７：１０６

―１０７）

【３】９０年代：海外と呼応する時代

１０代後半から２０代をターゲットとした女性

ファッション誌の世界では、８０年代後半には、コ

ンサヴァティヴな『JJ』、DCなど個性派の『an・

an』、サイレント・マジョリティともいうべき

『non・no』の鼎立といった構図が崩れつつあっ

た。アメカジ・ブームを追い風とした『Fine』

（日之出出版）の好調やクラブ・ファッションに

照準した『CUTiE』（JICC出版局、現宝島社）の

登場、とりわけ９０年代に入っての『BOON』（祥

伝社）の快進撃によって代表される「ストリート

系（ファッション誌）への流れ」が、時代のメイ

ンストリームとなっていったのである（小池，

２００４）。これらストリートに寄った雑誌群におい

ては、単にファッションだけではなく、グラフィ

ティやストリートスタイルのスケートボーディン

グなど、海外の新たな YSの動向も紹介されてい

た。また９０年代に渋谷系・裏原系として注目を集

めた YSは、海外の YSからの借用やその新たな

解釈・咀嚼によって、日本社会の日常的な風景か

ら離脱しようとする試みでもあった。

そうした YSの盛り上がりと連動して、日本に

もクラブ・カルチャーが展開していく。８０年代後

半から９０年代にかけての時期、下北沢にあって、

渋谷系・裏原系コンテンツの送り手たちの人脈の

結節点となっていたクラブ「ズー（後にスリッ

ツ）」とそこでのイヴェントの回顧録の中では、

レコード店の「ゼストだけの話じゃなくてね。あ

の頃はネットも無いしさ、現場に行かないと情報

がないじゃない？ だから『ラヴ・パレード』と

いう場に集積される情報の密度と、それを求める

熱意はすごかった。各自で追求してるやつがたく

さん集まってきてたから。もちろんブースに聞き

にいく人も多かったし、「この曲は何？」って」

と当時の熱気が語られている８）。また渋谷系キー

パーソンの一人である瀧見憲司は、「九一年の終

わりくらいに境目があるんだよね。初期アンダー

ワールドとかウェザオールの変化とかさ、初期ト

ランスレイヴに行く可能性もあったんだ。だけど

おれらはイギリスの中古盤の膨大なストックにや

られて、旧譜を掘る方向に行った。…その頃に

ヨーロッパでも『ラヴ・パレード』ってイベント

があるらしいよ、って誰かから聞いてたけど、そ

こに行ってたらそのあと全然変わってたんだろう

ね（笑）」と 語 っ て い る（浜 田，２００７：１１７―

１２６）。またこのスリッツでは、ヒップホップ関連

のイヴェントも定期的に行われていた。

このようにクラブシーンの浮上は、日本におけ

るレイヴ・カルチャーやヒップホップ・カル

チャーの動向と密接に関わっていた。日本への

ヒップホップ、とりわけラップの浸透・定着・変

質の過程を追ったイアン・コンドリーによれば、

「おおよそ８４年から９４年までの最初の時代は、

ヒップホップの本質を発見する時期として特徴づ

けられる。第二の時代は、おおよそ９４年から９９年

にかけてで、ジャパニーズ・ヒップホップをいか

に生み出すかという議論の進行によって特徴づけ

られる。それはより商業的に成功するパーティ

ラップ（もしくは Jラップ）アーティストはより

日本的であるか否か、またより対抗的でアンダー

グラウンドなスタイルはジャパニーズ・ヒップ

ホップのよりよい例であるか否か、といった論点

をめぐるものであった。…２０００年から現在の第三

の時代は、中心なき多様化と拡散という観点から

特徴づけられよう」（Condry，２００６：５３）。

たとえば、当時の代表的ラッパーが終結した９６

年の「さんピン camp」などでは、Jポップの下

位分類に収まるような Jラップないしパーティ

ラップに抗して９）、ヒップホップ・カルチャーの

８）一方ラヴ・タンバリンズのエリは、「ズーの頃、わたしずっと居場所がない感じだったよ。だってもともと
ニュー・ジャック・スウィングで踊ってたような人だからさ（笑）…ズーはオタクの逆襲だったんじゃない？
（笑）。だって黒人が集まるようなところで踊ってた身からしたらさ、この人たちは踊っちゃいけないってルール
でもあるのかしら、って思えるくらい澄ましてるじゃない？ 踊るにしても、こういうところではサラっと踊る
んだぜ、みたいな感じだし」と、その独特のスノビズムを証言している（浜田，２００７：２０７）。

９）日本を指して「J」と表記することが広まったのは、８８年の J―WAVEの開局（と Jポップの誕生）や９３年の J

リーグ開幕を契機としている。
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オリジナル（である８０年前後のブロンクス）へと

立ち戻ることが志向されていた１０）。そして都市の

スケーターやラッパーたちが海外のムーヴメント

と交流し、リアルタイムでの連動をはかっていた

頃、カントリーサイドではインドのゴアやイスラ

エルから飛び火してきたトランス（で踊る）レイ

ヴが盛り上がりを見せていた１１）。サイケデリック

トランスの DJとして国際的に活躍していたスズ

キツヨシと作家清野栄一は、対談の中で次のよう

に述べている。

「ロックについて言うと、日本でそれをやる場

合、外から来たものをどうやって翻訳してオリジ

ナルにしてくか、ということが、ポップスの世界

でも、沖縄から出てきたバンドとかは別にして、

やっぱりずっとあったと思うんです。今のテクノ

だけ聴いている若い子たちには、何もないで

しょ。その壁のなさがいいか悪いかは別として」

「そうですよね。イギリスのスタイルとか、ド

イツのスタイルとか、そういうことはあるけど。

それに、踊るってことに関しては、民族関係ない

でしょ。特にアウトドアでやる時にすごく思うん

だけど、この大地を踏みしめるって行為は何だろ

うとか。そういう部分になると、またニュー・エ

イジっぽい話になるんだけど、そういうことって

当たっていると思うから。人類が進化して来る間

にずっと踊って来てるんだって思った時に、あ

あ、自分らが踊ってる意味ってあるじゃんって

思ったし」（清野，１９９７：２６９）

【４】００年代～：海外が閾下する時代

その後レイヴ・シーンは依然存続しているもの

の（ゴルゴ内藤，２０００４、MDMA研究会，２００４、

毛利，２００８）、屋内型のものを除けば表立った動

きは少なくなり、今世紀に入ってからはいわゆる

ロックフェス（ティヴァル）の隆盛を見るが１２）、

その背景には単一バンドの来日コンサートでは収

支が成り立たないという洋楽志向の衰退があった

（宮入，２００８）。またトランスは、パラパラを踊る

ための音楽となり、極めてドメスティックな YS

へと転用されていった１３）。

一方、ハードロックやヘヴィメタルなどの世界

的な動きと乖離していったヴィジュアル系の後裔

たちは、そのファン集団の愛好するゴスロリ・

ファッションとともに、現在では海外の一部の若

者たちの間で人気を博しつつあるという１４）。もち

ろん日本では今日においても正統的・典型的なヘ

１０）DVD“THUMPIN’ CAMP: Legend of Japanese hip-hop”（AVEX INC.,２００３年）
１１）１９９７年４月２５日号『Quick Japan』「特集：ゴア・トランスって何？」には、「ゴアトランスは、日本ではハッ

ピー系、ミニマルとともにテクノの三大勢力などと言われたりしていたが、去年の後半あたりからは最大勢力に
なっている。最近では“サイケデリック・テクノ”とも呼ばれ、パーティ会場などでのサイケデリックな服装や
装飾が注目されたりしている。また音はどれも同じようにグニョグニョと曲がりくねり回転しながら際限なく上
がり下がりを繰り返し、同時に単調なビートを刻み続けるため、その名の通り極めてトランス誘導性が高い。こ
れに合わせて何時間も踊り続けるにつれ、より高く高く“無幻の境地”を昇りつめていく」とある。当時の状況
に関しては、「（司会・木村重樹）九四～五年頃からもう GEOIDあたりでは、トランスのパーティーって始まっ
ていたらしいし、イクイノックス（注：日本のトランス系パーティーのオーガナイザーの草分け）の人たちが多
摩の山奥で試行的に百人単位で音出してみたり、そういう前提があって……レインボー２０００は、そういう流れを
一気にオーバーグラウンドに浮上させたようなもんじゃないかな？／（清野）そうですね。リキッドルームでも
いろいろやってたし。／（鶴見）日光のイクイノックスとリキッドの“X―tra”。少なくとも自分のキャラクター
が変わったのはそこから（笑）」（鶴見・清野，２０００：１６）。このレインボー２０００などは、カウンターカルチャー
の系譜にも連なるものであったが（南兵衛，２００６）、レイヴァー風の松たかこを表紙とした１９９７年８月号
『BOON』「ストリートに「ゴア」革命！」や、Testuya Komuro Rave Factoryこと trfなど、レイヴも流行の意匠
として消費され、Jポップの中へと引用されていくことになる。

１２）当初レイヴと拮抗するような存在であったロックフェスであったが（鶴見，１９９８）、やがてレイヴを飲み込むよ
うにして、ロックフェスはその数や規模を拡大していった（日高，２００３、西田，２００８）。

１３）パラパラのためのトランスとしてギャルトラ化が進み（雑誌『ランキング大好き』プレゼンツ CD“トランス十
二’’ホ○！”AVEX ENTERTAINMENT INC.，２００５年や前田健“恋のブチアゲ♂天国”ビクターエンタテインメ
ント，２００５年など参照）、やがてホストラ（DVD“全日本ホストグランプリ Champagne Call”AVEX

ENTERTAINMENT INC.，２００６年）、キャバトラ（小悪魔キャバ嬢参加型ウォーターズ系コンピレーションアルバ
ム“キャバ�トラ”UNIVERSAL MUSIC，２００８年）へと展開していった。

１４）「現在の「ロリータファッション」に含まれる「ゴシックテイスト」の源流は、一九九○年代に流行したヴィ
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ヴィメタル・バンドは依然存在し、アンダーグラ

ウンドなシーンでの活動やその男性ファンダムは

健在ではある。しかし、そうした海外の原典に忠

実であろうとする展開は、ヴィジュアル系とその

女性ファンダムの隆盛はもとより、違うタイプの

男性ファンたちをひきつけた「アニメタル」と比

較しても、非常に微々たる存在でしかない１５）。

海外の YSを一直線で志向し、そのまま直輸入

しようとするあり方を、Internationalの意味を込

めて「Iタイプ」と仮に名づけ、他方、海外の YS

と日本のドメスティックな文化――ヴィジュアル

系の場合は少女マンガ文化やヤンキー文化など

――との干渉によって、両者の折衷の中から独自

なものが産み出されてくるケースを、Japanized

の意を込めて「Jタイプ」と呼ぶことにするなら

ば、７０年代までが Iタイプ基調の時代であったの

に対し、８０年代を Jタイプ基調のディケードとし

て把握することも可能であろう。

同様に、ストリート・スケートボーディングの

展開やより本格的・根源的なヒップホップ・カル

チャーの受容（ないしは回帰）、レイヴに見られ

るボーダーレスな YSの連動、さらには otakuの

世界共通語化などが進行した９０年代は、Universal

の意を込めて「Uタイプ」優位のディケード――

海外と国内の YSがリアルタイムで連結し、相互

に行きつ戻りつ影響を及ぼしあう気運の高まり

――として語りうるのではないだろうか１６）。

では、I・J・Uとさまざまなパターンによる海

外 YSの伝播・受容・定着を経験してきた今世紀

以降の動きは、いかに概括しうるだろうか。現在

の若者たちにとってみれば、ヒップホップやス

ケーター・カルチャー、ヴィジュアル系、さらに

はテクノで踊る行為などは、物心ついたころから

「すでにそこにあるもの」であり、それらがかつ

て海外出自の YSに根ざしていたか否かは、さほ

ど重要な意味を持っていないように思われる。た

とえば、Jポップが身の回りに充満していること

が、当たり前の状態として育ってきた彼・彼女た

ちにとって、洋楽に対する J（ポップ）という意

識は希薄であり、メタルもヴィジュアル系も異な

る既存の音楽ジャンルとして並存しているのでは

ないだろうか。

それゆえ J化された YSに、さらなる J化を施

すことも、彼・彼女たちにはごく普通にありうる

選択肢の一つなのであろう。たとえば、サウンド

としてのヴィジュアル系に、和風なヴィジュアル

を重ねていくネオヴィジュアル系の一つの流れ

（陰陽座や雅など）のように。また９０年代に確立

した日本語ラップの技法の上に、右翼趣味やゼノ

フォビア的なリリックをのせていく一部のラッ

パーたちのように。そして、本来はビートに身を

委ねるためにあった音楽にのせて、盆踊りのよう

にメロディラインに沿った手踊りをするギャル

（男）たちのように。それらをあえて図式化し、

かつ今世紀以降の顕著な動向ととらえるならば、

現状は「Jjタイプ」台頭の時代と理解することも

可能だろう。

固有な存在である（とされる）Jに対し、さま

ざまな意匠の一つとしての j。Japanizedという

よりは、ノイズとして「日本的なるもの」が混在

ジュアル系ロックバンドのファンのコスチュームプレイであり、「ゴスロリ」「ゴシックロリータ」の源流であ
る。こちらはさらに直接的にロックバンドの影響を強く受けている。中心となったのは、バンド「X」に始まる
ヴィジュアル系バンドの活動だった」（松浦，２００７：５７―５８）。その後の展開に関しては、２００８年６月号『日経エ
ンタテインメント！』「カラフル＆ポップも増えたネオビジュアル系ブーム」や「日本のヴィジュアル系バンド
「カワイイ」と海外で大人気」（http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=２００８０６１５-０００００００１-jct-ent、２００８年６月１６日アク
セス）など参照。なお、「知ってるのは鉄則！ ギャル音楽のキーワード」（http://www.j-cast.com/tv/２００８/０６/

０５０２１２９４.html、２００８年６月１６日アクセス）によれば、「今までユーロビート系、トランス系のような踊って歌っ
て盛り上がれるミュージックがギャルの定番ソングと思われがちだったがネオビジュアル系バンドに人気が集ま
りはじめた」「日本男児の様ないわゆる「オラオラ系」の男性も魅力的ですが、お肌、服装共に清潔感がある男
性が注目を浴びつつある今の時代」といった動きもあるという。

１５）“アニメタル”FUN HOUSE INC.，１９９６年、少年アニメタル隊，１９９７。
１６）たとえば、ギャングスタ・ラップの影響を受け、それを日本の文脈の中で展開する動き（妄走族、暴欲団、

SILVER BUCK、アナーキー…）なども、それが日本語ラップであったとしても Uタイプを志向しているように
思われる。また雅や陰陽座などの和様ヴィジュアル系に関しても、その日本への嗜好・趣味のあり方は、あたか
も知日派・親日派の外国人が「日本的なるもの」を面白がる視線と類似しており、単なる日本回帰ではない、あ
る種の無国籍性を感じさせる。
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した Japanoisedともいうべき j。そして、海外の

ものと日本のものという二項対立の認識図式に縛

られない環境下で育ちながら、それでもなお、意

識的にせよ無意識的にせよ、何らかのナショナル

な文化的アイデンティティを求め、現在も若い世

代が繰り返していく「jターン」。その jターン世

代が YSの生産・消費の担い手となっている今、

海外の YSのグローバリゼーションとローカライ

ゼーションをめぐって、日本社会においては多種

多様な動き――「二重のローカライゼーション

（ローカライズド文化の再ローカライズド）」

「ローカライズされた YSの逆輸出（ないし YSの

加工貿易）」「ローカル文化とローカライズド文化

とグローバル文化のコンプレックス」等々――が

日々進行しているのも当然といえよう。もとより

本稿は、そうした動態を捕まえるための一試論に

過ぎない。より精緻な見取り図の提示と事例研究

の積み上げを今後の課題としたい。
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Essay on ‘J-turn ’: Transformations of foreign youth-subcultures in Japan

ABSTRACT

In this paper I suggest that transformations of foreign youth-subcultures in Japan can

be classified into three types. The first type can be called as I-turn and implies that youth-

subcultures are imported into Japan without noticeable transformations. The second type

can be named J-turn. In this type of transformation, youth subcultures are eclectically

transformed. The third type can be named U-turn which refers to a condition where youth-

subcultures are internationally communicated and exchanged. As concerns youth

subcultures in postwar Japan, the three types mentioned above have coexisted and at

times one was dominant over the other two types. I attempt to present a rough sketch and

give an overview of the transition of relationships between foreign youth-subcultures

outside Japan and those within Japan. I conclude that the tendency in recent years has

been toward J-turn, and that Japan-oriented elements among youth-subcultures have been

increasing. Nevertheless, this tendency does not mean that Japanese youth have become

ethnocentric or conservative, but rather that Japanese youth in general have preferences

for what can be called traditional Japanese cultural taste, and that this is due to the fact

that Japanese youth consider these traditional tastes novel and cool.
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